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観　　光（観　光）
　平成17年の観光客入込動態調査によると、観光
入込客数は9,178千人、観光消費額は914.7億円
となっています。
　観光入込客数の割合を見ると、発地別では県内
観光客の占める割合が最も高く、次いで「中国地
域」「近畿地域」「四国地域」の順となっています。
　地域別観光入込客数を見ると、平成16年に比べ、

「米子・皆生温泉周辺」「大山周辺」では増加して
いる一方、その他の地域では減少となっています。
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単位：万人
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